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1. はじめに

近年、都市ヒートアイランド現象と地球温暖化に伴う

「都市温暖化」が各地の都市域で生じており、これらの影

響に配慮した都市づくりが求められている[1]。都市温暖化

対策には多数の考え方や導入手法が存在するが、効果的

な対策は対象地の気候特性により異なるため、気候特性

を踏まえた適材適所の対策導入が重要である。そこで本

研究では地球シミュレータ上の大気海洋結合モデル 

Multi-Scale Simulator for the Geoenvironment[2]（MSSG）によ

る都市熱環境の大規模数値計算の結果を用いて対象エリ

アの高温域および気候特性を広域かつ高解像度に把握し、

この結果をベースに「どのようなエリア」に「どのような

都市環境デザイン」を用いれば良いかを示す「都市環境デ

ザインガイドライン」を国内外のいくつかの都市域を対

象として作成することを最終目的としている。 

本稿では、今年度に取り組んだ広島県呉市および広島

市都心部における分析結果の一部を報告する。 

2. 広島県呉市における気候環境アドバイスマップ

とグリーンインフラ導入メニューの作成

近年、都市温暖化を含む人口減少や気候変動を発端と

した様々な問題を複合的に解決する手法として、グリー

ンインフラ[3]（以下、GI）が期待されている。ここでは広

島県呉市を対象に、MSSG による数値計算結果に基づい

て夏季の気候環境の特徴とGI化が推奨されるエリアを示

した「気候環境アドバイスマップ」を作成した。さらに多

主体協働シャレットワークショップ（CWS）を通して、対

象地におけるGI 導入メニューの作成を行った。 

気候環境アドバイスマップ作成に関して、まず対象地

全体の夏季気候環境を 5m 解像度で再現した。図 1 に計算

結果の一部である 2021 年 8 月 1 日 13 時 50 分～14 時 00

分の地上 2.5m における平均気温の水平分布図を示す。図

1 より、海岸・河川付近や緑地で気温が低いのに対して、

商店街周辺や北側斜面の建物密集地では風速が小さく気

温が高い。そのため、これらのエリアを中心に都市温暖化

対策が必要と考えられる。図 2 に作成した「気候環境アド

バイスマップ」を示す。このマップは 5m 毎の平均気温を

目的変数、都市の物理的環境要素を説明変数としてそれ

ぞれ設定した重回帰分析の結果より作成した。具体的に

は、対象地を風利用の期待度、風通し改善度、GI 化推奨

度、GI 化推奨エリアによりゾーニングしている。 

気候環境と同様に水環境および地盤環境のアドバイス

マップをそれぞれ作成し、これらを提供情報とした CWS

を行った。CWS にはまちづくりに携わる専門家 6 名（大

学教員 4 名、コンサルタント職員 2 名）が参加し、3 つの

アドバイスマップを中心とした提供情報を参照しながら、

地区別の GI 導入メニューを作成した。図 3 に例として、

西側斜面地のGI 導入メニューを示す。メニューは短期と

長期の方針に分けられ、例えば短期方針では駐車場や空

地の緑化が、長期方針では住宅地の撤退を含む土地利用

の再編がそれぞれ示されている。今回作成したメニュー

を住民WS 等において用いることで、対象地のGI 化計画

を考えることができる。 

3. 広島市都心部における暑熱緩和策の街路類型別

影響評価

広島市では暑熱環境悪化が問題視されており、ゾーン

毎の気候特性と大まかな対策方針を示した都市環境気候

図[4]がこれまで作成されてきた。一方で同一ゾーン内にお

いても、暑熱環境の特徴や適切な対策は街路毎に異なる

ため、都市環境気候図のブレークダウンが必要である。こ

こでは広島市都心部を対象に、都市環境気候図を補完す

る街路レベルの計画支援資料の作成を最終目的とし、

MSSG による数値計算結果を用いて、暑熱緩和策を施し

た場合の影響を街路類型別に評価した。 

暑熱緩和策を施した都市モデルとして、①地表面緑化

モデル、②街路樹モデル、③セットバックモデルを作成し

た。②、③のイメージを図 4 に示す。それぞれ南北街路に

暑熱緩和策を施したものをCase1、東西街路に暑熱緩和策

を施したものを Case2 とし、現状と併せて計 7 ケースを

地表面の入力条件とした数値計算を行った。現状と②街

路樹モデルの Case1 におけるWBGT の水平分布図（2022

年 8 月 8 日 12：55～13 時 00 分の平均値、地上 1m）とこ

れらの差分を図 5 にそれぞれ示す。図 5 より、WBGT は

広幅員街路で高く、高層建物や樹木周辺の日陰で低い。ま

た樹木を導入した通りではWBGT が大きく低下している。 
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各計算結果を用いて、街路特性別の暑熱緩和策の

WBGT 低減効果平均値をそれぞれ算出した。その結果に

基づき、各街路類型で推奨される暑熱緩和策をまとめた

マップを図 6 に示す。これらの結果より、街路の幅員に関

わらず南北街路では街路樹による暑熱緩和が、東西道路

ではセットバックによる暑熱緩和がより効果的であるこ

とが明らかとなった。今後は作成したマップをベースに

より具体的な街路レベルの計画支援資料の作成を行う。 

図1 気温分布（2021年8月1日13：50～14：00） 

図2 気候環境アドバイスマップ 

図3 GI導入メニュー（西側斜面地） 

図4 暑熱緩和策導入のイメージ 

図5 WBGT分布図（上段）と差分図（下段） 

図6 街路類型別の効果的な暑熱緩和策 
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